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1．問　　題

　文部科学省の生徒指導提要（2009）では，生徒指
導について，「一人一人の児童生徒の人格を尊重し，
個性の伸長を図りながら，社会的資質や行動力を高め
ることを目指して行われる教育活動」と定義している．
また，提要では「規範意識をはぐくむ指導及び校内規
律に関する指導を児童生徒の発達の段階に即しながら
意図的計画的に推進していくことが求められている」
とし，「生徒指導は，すべての児童生徒のそれぞれの
人格のよりよい発達を目指すとともに，学校生活がす
べての児童生徒にとって有意義で興味深く，充実した
ものになることを目指している」と積極的な意義を示
している．
　近年，特別支援学校の高等部において軽度知的障害
のある生徒が増加してきている．石井（2010）は，
特別支援学校高等部における知的障害のある生徒の在
籍数及び在籍率が小学部，中学部に比較してきわめて
高い数値を示していることを指摘している．これは，
これまで特別支援学校高等部在籍が少数であった知的

障害が比較的軽い生徒の入学が増えていることもその
一因と考えられる．秋元（2012）は，知的障害特別
支援学校の生徒指導について「従来の生徒指導とは内
容を異にした新たな対応策を講じることが急務になっ
てきている」指摘しているが，生徒指導の実態につい
ては詳細には述べていない．
　これまで，特別支援学校における生徒指導の実態に
関する詳しい調査はあまり見られない．熊本県内や近
県においても，特別支援学校の高等部教育における生
徒指導の実態などについては不明な点が多い．また，
特別支援学校の高等部の学級担任が，生徒指導に対し
てどのような意識で取り組み，どのような諸問題が最
近の生徒指導上の課題として捉えられているかなど，
具体的な調査も見られない．
　そこで本研究では，特別支援学校高等部段階の生徒
指導の実態について調査を行うこととした．
　第一調査では九州・沖縄地区 8 県の高等部を設置し
ている特別支援学校の生徒指導の実態について，教育
課程上の位置づけ，校則や生徒心得，生徒指導体制の
状況，特別指導の現状を明らかにする．
　第二調査では，熊本県内の特別支援学校高等部の担
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任が，生徒指導に関してどのような意識で取り組んで
いるか，生徒指導上の問題としてどのようにとらえて
いるかを問い，生徒指導上の諸問題，生徒指導に関す
る意識を明らかにする．この二つの調査を通して，特
別支援学校高等部における生徒指導の現状と課題につ
いて考察したい．

2．方　　法

1．第一調査－学校調査
1）対象
　九州・沖縄 8 県の特別支援学校のうち，高等部を設
置している特別支援学校（分校，分教室を含む），120
校を対象に調査を行った．
2）手続き
　2014 年 8 月上旬，郵送法により実施．記入依頼は，
各学校の生徒指導担当（主事，主任など）又は高等部
主事に対して行った．質問紙の回収は，返信用封筒を
同封し，期限を 2014 年 9 月下旬とした．
3）調査項目
　生徒指導提要の項目を参考に，フェイスシート，生
徒指導に関する学習，校則や生徒心得，生徒指導上の
問題行動，特別指導の実施状況，生徒指導体制，自由
記述の 7 項目とした（資料 1）．
　なお，本調査での生徒指導上の問題行動とは，熊本
県教育委員会「問題行動等対応の手引き」（2009）を
参考にして，生徒間暴力，対教師暴力，対人暴力，器
物破損，家出・無断外泊，深夜徘徊，性に関する問題，
不登校（怠学），初期型非行（万引き），授業妨害，恐
喝・脅迫，飲酒，喫煙，薬物乱用，携帯電話，の 15
項目とした．また，特別指導とは，生徒の教育上必要
があると認められるときに，生徒を叱責したり，処罰
したりすることと説明した．

2．第二調査－担任調査
1）対象
　熊本県内の特別支援学校うち，高等部を設置してい
る 18 特別支援学校の高等部担任 196 人を対象に調査
を行った．
2）手続き
　2014 年 8 月下旬，各学校長へ調査研究の意図を説
明した後，直接配布した．記入者は，各学校の高等部
担任へ対して行われた．質問紙の回収は，2014 年 9
月下旬の 6 日間で，各学校を訪問して回収した．
3）調査項目
　フェイスシート，生徒指導上の問題行動，生徒指導
に関する意識調査（熊本県教育委員会「問題行動等対

応の手引き」参考），自由記述の 4 項目とした（資料 2）．

3．結　　果

1．学校調査
1）回収率
　郵送した 120 校に対して，回答があったのは 100 校，
回収率は83.3％であった．県別の回収率（回答校数）は，
福岡県 69.0%（20 校），佐賀県 77.8%（7 校），長崎県
80.0%（8 校 ）， 大 分 県 100.0%（14 校 ）， 熊 本 県
100.0%（18 校），宮崎県 90.0%（9 校），鹿児島県
86.7%（13 校），沖縄県 73.3%（11 校）であった．
　回答校のうち，68 校（68.0%）が知的障害の特別支
援学校であった．回答者は，生徒指導主任 / 主事が 82
人で全体の 82.0% を占めている．そのうち，生徒指
導主任 / 主事としての在職 3 年以内が全体（82 校）
の 80.5％（66 人）であった．
2）教育課程
　生徒指導に関する授業実施について 82 校が「取り
組んでいる」と回答した（Table 1）．生徒指導に関す
る授業で最も多かった回答は「特別活動」で 56 校

（68.3%）であった．学習形態としては，「学級」が 61
校（74.4%）と最も多かった（Table 2）．

3）校則や生徒心得
　校則や生徒心得（以下，「校則」と示す）が「校則
がある」と回答した学校は 80 校である．
　「校則がある」と回答した 80 校のうち，制定年度と
改訂年度の未記入が 10 校ある．なお，制定年度は未

Table 1．生徒指導に関する授業の取組状況

取組状況 視覚 聴覚 知的 肢体 病弱 重度
重複 合計

取り組んでいる 8 6 58 4 4 2 82
取り組んでいない - 1 10 3 3 1 18

n =100 校

Table 2．教育課程上の位置付け（複数回答可）

教育課程の位置づけ 学校数 割合（%）
特別活動 56 68.3
教科等合わせた指導 30 36.6
総合的な学習の時間 24 29.3
教科 22 26.8
道徳 7 8.5
自立活動 7 8.5
すべての学習活動 2 2.4
その他 7 8.5

n =82 校
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記入で改訂年度のみが記入してある学校は，改訂年度
を優先とした．また，制定年度と改訂年度が記入して
ある場合は，改訂年度を優先とした．2007 年度時点
で校則を制定している学校は 3 校である．校則の制定
年度でみると 2012 年度，2013 年度，2014 年度は，
それぞれ 7 校ずつ制定している．校則を改訂した学校
が最も多かった年度は，2014 年度の 17 校である．
2014 年度に校則を制定した学校 7 校と合わせると 24
校が 2014 年度に校則を制定または改訂している．同
様に，2008 年度から校則の制定または改訂した学校
の年度別累積をみると，2008 年度 1 校，2009 年度 5 校，
2010 年度 10 校，2011 年度は 15 校，2012 年度は 23 校，
2013 年度 43 校と 2008 年度から 2014 年度の 7 年間で，
合計 67 ／ 80 校（83.8%）が校則を制定あるいは改訂
している（Fig.1）．
　校則の項目では「服装，髪型に関するもの」が 77
校（92.5%）と最多である．「校外生活に関するもの」
と「通学に関するもの」が 72 校（90.0%），「所持品
に関するもの」が 69 校（86.3%），「校内生活に関す
るもの」67 校（83.8%）あり，この 5 項目は 80% 以
上の学校で校則の項目に設定されている（Table 3）．
   生徒への校則の説明形態について，「生徒集会など
で一斉に説明している」が 59 校（73.8%），「学級で
説明している」が 55 校（68.8%）であり，大半の学
校がこの 2 つの形態で生徒へ説明している（Table 4）．
4）生徒指導体制
　学校組織として，生徒指導に対応するシステム（共
働体制など）が「整備されている」と回答した学校は
96 校（96.0%）である．
　全職員や学部などにおいて，生徒指導に関する研修
会や情報交換会の実施状況について「定期的に実施し
ている」が 41 校，「必要な時に実施している」が 52
校である．合計 93 校が，生徒指導に関する研修会や
情報交換会を実施していると回答している．

   「研修会や情報交換会は有効な成果をあげています
か」の質問に対して ｢強くそう思う｣ が 16 校，「そ
う思う」が 73 校となり，合計で 89 校（95.7％）が，
所属校の生徒指導に関する研修会や情報交換会が有効
であると回答している．
5）特別指導
　生徒指導上の問題行動が発生した場合，特別指導の
実施の有無について「実施している」と回答した学校
は 92 校である．また「実施している」と回答した 92
校のうち，校則に特別指導についての項目がある学校

Fig. l．校則の制定及び改訂年度と累璃割合　　n =80 校

 

 

 

Table 3．校則の項目（複数回答可）

項　目 学校数 割合（%）
服装，髪型に関するもの 77 96.3
校外生活に関するもの 72 90.0
通学に関するもの 72 90.0
所持品に関するもの 69 86.3
校内生活に関するもの 67 83.8
欠席や早退などの手続きに関するもの 37 46.3
特別指導に関するもの 34 42.5
その他 7 -

n =80 校

Table 4．生徒への校則の説明形態（複数回答可）

説明形態 学校数 割合（%）
生徒集会などで一斉に説明している 59 73.8
学級で説明している 55 68.8
校内で掲示している 15 18.8
生徒手帳に掲載やプリントの配布の
みで特に説明はしていない 6 7.5

特に説明していない 2 2.5
その他 13 －
未記入 1 －

n =80 校
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は 33 校である．生徒指導上の問題行動が発生した場
合，生徒からの聞き取り調査者や特別指導の主たる担
当者は「担任」で，87 校（94.6%）と最も多い．
　2013 年度に「生徒指導上の問題行動が発生した」
と回答した学校は 66 校（66.0%）である．2013 年度
の特別指導の実施状況で，問題行動が発生した 66 校
のうち，59 校が問題行動に対して特別指導を実施し
ており，5 校が「問題行動は発生したが特別指導は実
施していない」と回答している（Table 5）．

　2013 年度に特別指導を実施した 59 校のうち，校則
に特別指導の項目が設定されている学校は 26 校

（48.1%）である．
　2013 年度は，生徒指導上の問題行動が 66 校で 357
件発生している．そのうち，254 件（71.1%）で特別
指導が実施されている．
　問題行動の発生件数の割合は，「暴力に関する問題」
17.6%（34 件），「性に関する問題」16.8%（48 件），「喫
煙」14.6（43 件），などの順である（Fig.2）．
6）生徒指導のあり方や課題点などの意見
　自由記述により 69 校（69.0%）から回答を得た．

2．担任調査
1）回収率
　配布した 196 人に対して，回収数は 151 人，回収

率は 77.0% であった．本調査に回答があった 151 人
の回答者のうち，担任する学級を障害種別にみると，
知的障害教育課程の担任が 98 人（64.9%）と最も多い．
2）生徒指導上の諸問題
　担任するクラスに生徒指導上の問題を抱えている生
徒がいる場合，その対応や指導法などについての「相
談者がいる」と 132 名（87.4%）が回答している．相
談する相手は「高等部主事」が 108 人（81.8%），「生
徒指導主事」が 39 人（29.5%）である．
　「相談者がいる」と回答した 132 人のうち，知的
障害教育課程の担任が 88 人，知的障害教育課程以外
の担任が 44 人である．「相談者がいない」と回答した
14 人は，知的障害教育課程の担任と知的障害教育課
程以外の担任が，それぞれ 7 人である．
　生徒指導上の諸問題として「携帯電話」を第 1 位
に挙げた担任は 74 人である．次いで「性に関する問
題」の 24 人である．「性に関する問題」と「携帯電話」
については，すべての障害種の学級担任から諸問題と
して捉えられている．
　生徒指導上の諸問題として捉えている項目の割合
は，「携帯電話」23.8%，「性に関する問題」18.8%，「暴
力問題」9.1% の順である．
3）高等部担任の意識
   「相談者の有無」と「担任学級の障害種」を独立変
数に，「生徒指導に関する意識」を従属変数として，t
検定を行った．「相談者の有無」については，生徒指
導に関する意識に有意な差はなかった（t（16）
=1.65，p ＞ .10）．「担任学級の障害種」では生徒指導
に関する意識に有意な差があり（t（92）=2.46，p ＜ .05），

「知的障害学級の担任」の方が生徒指導に関する意識
が高い傾向であることが示された．

Fi g.2．問題行動の発生件数の割合　　n =151 人

Table 5．問題行動の発生（2013 年度）

発生の有無 学校数 割合（%）
発生した 66 66.0
発生していない 32 62.0
わからない 2 2.0

n =100 校
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Table 6．生徒指導に関する高等部担任の意識

番
号 質問

強
く
そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

未
記
入

1 現在，あなたの学校は，全教職員が生徒指導についての情報と指導方針を共有していると思いま
すか． 8 89 37 16 1 －

2 現在，あなたの学校は，生徒指導上の緊急事態に即応する教職員の役割分担等の校内体制は整備
されていると思いますか． 21 91 21 17 1 －

3 現在，あなたの学校は，学校内に生徒が相談しやすい環境づくりができていると思いますか． 18 84 42 7 － －
4 現在，あなたの学校は，生徒の悩みや相談に対応する技能を高める研修ができていると思いますか． 2 49 72 28 － －
5 現在，あなたの学校は，規範意識や倫理観を育てる教育活動を行っていると思いますか． 13 96 35 7 － －

6 現在，あなたの学校は，生徒指導上の問題行動を起こした生徒へ対して適切な指導を行っている
と思いますか． 22 101 21 6 － 1

7 現在，あなたは担任として，貴校の生徒指導上の問題行動に関する基準を明確に説明できると思
いますか． 6 53 61 29 1 1

8 現在，あなたは担任として，クラスの生徒へアンケート調査などを行い，生徒指導上の問題行動
等を把握する工夫をしていると思いますか． － 52 55 37 6 1

9 現在，あなたは担任として，クラスの気になる生徒の相談にのっていると思いますか． 11 94 39 4 2 1
10 現在，あなたは担任として，クラスの生徒への生徒指導に関する対応に「負担がある」と思いますか． 4 20 43 57 25 2

11 現在，あなたは担任として，問題行動等の大小にかかわらず，関係職員には必ず連絡や相談をし
ていると思いますか． 47 92 10 1 － 1

12 現在，あなたは担任として，問題行動等の状況について関係職員へ情報提供ができていると思い
ますか． 37 96 16 1 － 1

13 現在，あなたは担任として，生徒指導上の問題行動をひとりで抱え込まず，職員間で連携を図っ
ていると思いますか． 45 93 10 1 － 2

14 現在，あなたは担任として，生徒指導に関する研修会や情報交換会は必要だと思いますか． 54 81 14 1 － 1
n =151 人

Table 7．質問内容と回転後の因子負荷量（バリマックス回転）
№ 質問内容 因子 1 因子 2 因子 3

第 1 因子「問題行動への対応」

11 現在，あなたは担任として，問題行動等の大小にかかわらず，関係職員には必ず連絡や相談をし
ていると思いますか． .843 .172 .－057

12 現在，あなたは担任として，問題行動等の状況について関係職員へ情報提供ができていると思い
ますか． .762 .197 －.037

13 現在，あなたは担任として，生徒指導上の問題行動をひとりで抱え込まず，職員間で連携を図っ
ていると思いますか． .755 .207 .095

14 現在，あなたは担任として，生徒指導に関する研修会や情報交換会は必要だと思いますか． .392 .035 .084
第 2 因子「生徒指導体制の整備」

2 現在，あなたの学校は，生徒指導上の緊急事態に即応する教職員の役割分担等の校内体制は整備
されていると思いますか． .135 .730 .109

1 現在，あなたの学校は，全教職員が生徒指導についての情報と指導方針を共有していると思いま
すか． －.033 .598 －.039

5 現在，あなたの学校は，規範意識や倫理観を育てる教育活動を行っていると思いますか． .118 .556 .173

6 現在，あなたの学校は，生徒指導上の問題行動を起こした生徒へ対して適切な指導を行っている
と思いますか． .190 .551 －.064

7 現在，あなたは担任として，貴校の生徒指導上の問題行動に関する基準を明確に説明できると思
いますか． .164 .377 .046

9 現在，あなたは担任として，クラスの気になる生徒の相談にのっていると思いますか． .327 .355 －.056
第 3 因子「教育相談の充実」

4 現在，あなたの学校は，生徒の悩みや相談に対応する技能を高める研修ができていると思いますか． －.013 .272 .634
3 現在，あなたの学校は，学校内に生徒が相談しやすい環境づくりができていると思いますか． .239 .275 .410

残余項目

8 現在，あなたは担任としてクラスの生徒へアンケート調査などを行い生徒指導上の問題行動等を
把握する工夫をしていると思いますか． .157 .301 .075

10 現在，あなたは担任として，クラスの生徒への生徒指導に関する対応に「負担がある」と思いますか． .010 .076 －.173
寄与率 16.45% 15.20% 4.85%

累積寄与率 23.41% 32.51% 36.49%
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　生徒指導に関する高等部担任の意識に関する 14 項
目について因子分析を行った（Table 6, 7）．因子分析
に当たっては「IBM SPSS Statistics version22.0」を使
用した．因子の抽出は主因子法を用い，バリマックス
法による回転を行った．得られた回転解のうち，最も
単純で解釈しやすい構造であるとの理由から最適解を
3 因子とした．第 3 因子までの累積寄与率は，36.49%
であった．
　それぞれの因子に高い因子負荷量（0.40 以上）を
示す項目を基にして因子の命名を行い，「問題行動へ
の対応」「生徒指導体制の整備」「教育相談の充実」と
名付けた．
　因子分析の結果から得られた 3 因子について，高い
因子負荷量（0.40 以上）の項目を加点し，因子得点
を算出した．因子得点の平均値 4.0 以上だったのは「問
題行動への対応」因子（M =4.20）のみであった．「生
徒指導体制の整備」因子（M =3.65），「教育相談の充実」
因子（M =3.45）は平均値が 4.0 以下だった（Fig.3）．

　「相談者の有無」や「担任学級の障害種」との関連
を検討するために，各対象者の「因子得点」を従属変
数に，「相談者の有無」や「担任学級の障害種」を独
立変数にして t 検定を行った．「相談者の有無」につ
いては「問題行動への対応」因子得点で有意差が認め
られ（t（78）=2.52，p ＜ .01），「生徒指導体制の整備」
因子得点で有意傾向である（t（85）=1.89，.05＜ p ＜ .10）
ことが示された．「教育相談の充実」因子得点では，
有意差が認められなかった．「担任学級の障害種」に
ついては，「問題行動への対応」因子得点は有意傾向（t

（8）=-2.06，.05 ＜ p ＜ .10）であったが，「生徒指導
体制の整備」と「教育相談の充実」の因子得点には，
有意差が認められなかった．
4）生徒指導のあり方や課題点などの意見
　自由記述により 67 人（44.4%）から回答を得た．

4．考　　察

1．第一調査－学校調査

1）生徒指導体制の見直しについて
　生徒指導上の問題行動の発生状況・件数などから，
特別支援学校高等部においても生徒指導に関する対応
が難しくなってきている現状が明らかになった．特別
支援学校においても生徒指導が重要であると考えられ
る．近年，これまでの「担任を中心とした生徒指導」
から，生徒指導主事や学部主事を中心とした「学校組
織としての生徒指導体制」を整備しなければならない
変換の時期であると考えられる．
2）特別指導のあり方について
　2008 年度からの 7 年間で 83.8% の特別支援学校が
校則の制定または改訂を実施していた．一方，51.9%
の特別支援学校が，校則に特別指導に関する項目を制
定していない状態で特別指導を実施していることが明
らかになった．特別指導を実施している学校は，特別
指導に関する基準について明確化し，あらかじめ生徒
や保護者に周知し，家庭の理解と協力を得るように努
めている．そのために，各学校において特別指導に関
する内規などをしっかりと定め，教職員で共通認識を
図り，適正な手続きによる判断や段階が必要である．
3）生徒指導に関する記録について
　2013 年度に特別指導を実施した 59 校のうち，43
校（72.9%）が問題行動の発生件数と特別指導の件数
が同数と回答した．学校の実態によって違いはあろう
が，学部会議などの議題に取り上げられた生徒指導上
の問題行動の件数が，1 年間で 1，2 件程度であると
は考えにくい．報告にあがってこない軽微な問題は
もっと多いと考えられる．各学校では，その実態に合っ
た記録方法等を整理し，生徒指導に関する研修会など
に活用すべきと考えられる．

2．第二調査－担任調査
1）生徒指導上の問題行動について
　今回の調査で，熊本県内の特別支援学校高等部の担
任は「携帯電話」「性に関する問題」「暴力問題」を生
徒指導上の問題行動として重要視していることがわ
かった．
　生徒指導提要では，生徒指導に関する重要なキー
ワードとして「自己指導能力の育成」を挙げ．日々の
教育活動において，「生徒に自己存在感を与えること」

「共感的な人間関係を育成すること」「自己決定の場を
与え自己の可能性の開発を援助すること」に留意する
ことが必要であるとしている．特別支援学校において
も，この 3 つの視点を考慮し，生徒の実態に即した生
徒指導に取り組んでいくならば，幅広い視野を持った
生徒指導ができるのではないだろうか．
2）生徒指導に関する教職員の意識について
　熊本県内の特別支援学校高等部の担任は「問題行動

Fig.3．各因子得点の平均
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への対応」について意識が高く，その中でも知的障害
教育課程（学級）の担任が「問題行動への対応」につ
いての意識が高い傾向であることが示された．また，
生徒指導に関する相談者がいる担任が「問題行動への
対応」に関する意識が高く，「生徒指導体制の整備」
に関しても意識も高い傾向であることが示唆された．
熊本県において，特別支援学校高等部担任の生徒指導
に関する意識が高まっていることは明確である．特別
支援学校の生徒指導のあり方について議論を深め，各
学校の実態に合った生徒指導のあり方を教職員で検討
していくべきである．
3）今後の課題
　生徒指導を全校体制で推進していくためには，生徒
指導計画の整備と改善が重要である．生徒に関わる
様々な事故や問題行動を未然に防止して，計画性のあ
る生徒指導を実現していくためには，適正な年間指導
計画を作成していくことが求められる．
　生徒の年間指導計画の見直しはもちろんであるが，
職員研修や生徒指導に関する検討会の実施など，職員
向けの生徒指導に関する年間計画を含めて策定すべき
である．各学校の教育目標に基づく生徒指導の目標や
基本方針などを生徒指導計画の中に明確に位置づける
ことにより，問題行動への対応へ終始してしまいがち
な対処的な生徒指導からの脱却を図ることが期待でき
る．
　本研究は，これまであまり実施されていなかった特
別支援学校における生徒指導上の問題とその対応の一
部を明らかにした．今後，さらに生徒指導の実態に関
する調査研究が行われることに期待したい．
　特別支援学校における生徒指導のより一層の充実の
ために，すべての教職員が生徒指導に関わる当事者意
識を醸成するとともに，学校組織として取り組む効果
的な生徒指導の実現に期待したい．
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資料 1：特別支援学校高等部における生徒指導の現状に関する調査

　この調査は，九州地区にある特別支援学校の高等部における生
徒指導の現状についての調査を行うものです．（3 ページ：Q1 ～
Q16）
　「生徒指導」というと，生徒の非行や家出などの問題行動に懸命
に対応しているというイメージが浮かんでくると思いますが，生
徒指導の基本書である生徒指導提要（平成 23 年 3 月）では「生徒
指導とは，一人一人の児童生徒の人格を尊重し，個性の伸長を図
りながら，社会的資質や行動力を高めることを目指して行われる
教育活動のことです．すなわち，生徒指導は，すべての児童生徒
のそれぞれの人格のよりよい発達を目指すとともに，学校生活が
すべての児童生徒にとって有意義で興味深く，充実したものにな
ることを目指しています．」と積極的な意義が示してあります．
　この調査での生徒指導上の問題行動とは，①生徒間暴力，②対
教師暴力，③対人暴力，④器物破損，⑤家出・無断外泊，⑥深夜
徘徊，⑦性に関する問題，⑧不登校（怠学），⑨初期型非行（万引き），
⑩授業妨害，⑪恐喝・脅迫，⑫飲酒，⑬喫煙，⑭薬物乱用，⑮携
帯電話，（｢問題行動等対応の手引き」熊本県教委育委員会を参考）
とします．それ以外の問題行動は⑯その他に記入してください．
　この調査では，九州地区の特別支援学校における生徒指導の現
状を参考にして，今後の特別支援学校の生徒指導のあり方につい
て検討するための基礎的な資料にしたいと考えています．なお，
この調査は統計的に処理され，学校や個人が特定されるようなこ
とは一切ありません．よって，各学校で日頃から生徒指導に関す
ることをそのままお答えください．
　
Q1．あなた自身のことについてお書きください．
　　学校所在地：福岡県　佐賀県　長崎県　熊本県
　　　　　　　　大分県　宮崎県　鹿児島県　沖縄県
　　役職：生徒指導主事　高等部主事
　　　　　その他（　　　　　　　　）
　　上記の役職になってからの年数：（　　　）年目
　　あなたの所属学部：高等部　中学部
　　　　　その他（　　　　　）
Q2．貴校に在籍する

高等部の生徒数
をご記入くださ
い．（分校及び分
教室含む）

Q3．貴校では，授業の中で生徒指導に関する学習に取り組んでお
られますか．どちらかに○をつけてください．

・取り組んでいる  → Q4 へ
・取り組んでいない → Q6 へ

Q4．貴校での生徒指導に関する学習は，教育課程上どれに該当し
ますか．複数ある場合はすべてに○印を付けてください．

・教科（教科名：　　　　　　　　　　　　　）
・道徳
・総合的な学習の時間
・特別活動
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q5．貴校での生徒指導に関する学習について，基本的な学習形態
はどのようになっていますか．複数ある場合は，すべてに○
印を付けてください．

・個別  ・ 学級  ・ 学年
・グループ別 ・ その他（　　　　　　　　　　　　）

Q6．貴校には，生徒が遵守するべき学習上，生活上の規律として
「校則」や「生徒心得」などはありますか．ある場合は，施行
年や改訂（見直し）年をご記入ください．分からない場合は，
×印を付けてください．（例：［施行年：×，改訂年：平成 22 年，
など］）

・ ある ［ 施行年：　，改訂年：　　］ →　Q7. へ　　
・ ない →　Q9. へ　　

Q7．貴校の「校則」や「生徒心得」の主な項目について，該当す
るものにはすべて○を付けてください．

・ 通学に関するもの（登下校の時間，自転車やバイクの使用，

免許取得など）
・ 校内生活に関するもの（授業時間，挨拶など）
・ 服装，髪型に関するもの（制服や体育着の着用，パーマや脱色，

化粧など）
・ 所持品に関するもの（不要物，金銭など）
・ 欠席や早退などの手続き
・ 校外生活に関するもの（校外での遊び，アルバイトなど）
・ 特別指導に関するもの
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q8．貴校では，「校則」や「生徒心得」の内容を生徒にどのよう
なかたちで説明していますか．複数ある場合はすべてに○印
を付けてください．

・ 生徒集会などで一斉に説明している
・ 学級で説明している
・ 校内で掲示説明している
・ 生徒手帳に掲載やプリント配布のみで特に説明はしていない
・ 特に説明していない
・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q9．貴校で生徒指導上の問題行動が発生した場合，学校組織とし
て対応するシステム（協働体制など）が整備されていますか．
どちらかに○をつけてください．

・は　い
・いいえ

Q10．貴校で生徒指導上の問題行動が発生した場合，生徒からの
聞き取りや指導は，誰が中心となって対応されていますか．

・ 担任
・ 学部主事
・ 生徒指導主事
・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q11．貴校で生徒指導上の問題行動が発生した場合，状況に応じ
て特別指導を実施していますか．どちらかに○をつけてくだ
さい．

・ 実施している ・ 実施していない　
Q12．貴校では，昨年度（平成 25 年度）に生徒指導上の問題行動

は発生しましたか．どれか 1 つに○をつけてください．あな
たが把握されている部分で構いません．

・ 発生した →　Q13 へ
・ 発生しなかった →　Q14 へ
・ わからない →　Q14 へ

Q13．平成 25 年度，貴校で発生した生徒指導上の問題行動の「発
生件数」と「特別指導の件数」をご記入ください．（例：⑥深
夜徘徊 / 2 / 1 など）
生徒指導上の問題行動 発生件数 特別指導の件数

Q14．貴校では，職員会議や学部会議で，生徒指導に関する研修
会や情報交換会は実施していますか．どれか 1 つに○をつけ
てください．

・定期的に実施している →　Q15 へ
・必要な時に実施している →　Q15 へ
・実施していない  →　Q15 へ

Q15．あなたは，貴校が実施している生徒指導に関する研修会や
情報交換会は，有効な成果をあげていると思いますか．どれ
か 1 つに○をつけてください．

・強くそう思う
・そう思う
・どちらでもない
・あまりそう思わない
・全くそう思わない

Q16．現在の特別支援学校における生徒指導のあり方や課題点な
どについて，ご意見がありましたらご記入ください．

　アンケートは終了です．ご協力ありがとうございました．

学年 在籍者数（人）
男 女 合計

高等部 1 年生
高等部 2 年生
高等部 3 年生

合計
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149特別支援学校高等部における生徒指導の現状と課題

資料 2：生徒指導に関する高等部担任の意識調査

　この調査は，熊本県の特別支援学校で高等部の担任をされてい
る先生方に対して，生徒指導に関する意識調査（Q1 ～ Q5）を行
うものです．
　「生徒指導」というと，生徒の非行や家出などの問題行動に懸命
に対応しているというイメージが浮かんでくると思いますが，生
徒指導の基本書である生徒指導提要（平成 23 年 3 月）では「生徒
指導とは，一人一人の児童生徒の人格を尊重し，個性の伸長を図
りながら，社会的資質や行動力を高めることを目指して行われる
教育活動のことです．すなわち，生徒指導は，すべての児童生徒
のそれぞれの人格のよりよい発達を目指すとともに，学校生活が
すべての児童生徒にとって有意義で興味深く，充実したものにな
ることを目指しています．」と積極的な意義が示してあります．
　熊本県の特別支援学校では，平成 25 年度から「特別支援学校生
徒指導主事等連絡会」がスタートしました．熊本県下の特別支援
学校生徒指導関係者相互の連絡を緊密にするとともに，特別支援
学校における生徒指導の充実発展を図り，生徒の健全な育成およ
び卒業後の社会生活の基盤づくりに努めることが目的とされてい
ます．
　この調査での生徒指導上の問題行動とは，①生徒間暴力，②対
教師暴力，③対人暴力，④器物破損，⑤家出・無断外泊，⑥深夜
徘徊，⑦性に関する問題，⑧不登校（怠学），⑨初期型非行（万引き），
⑩授業妨害，⑪恐喝・脅迫，⑫飲酒，⑬喫煙，⑭薬物乱用，⑮携
帯電話，（｢問題行動等対応の手引き｣ 熊本県教委育委員会を参考）
とします．それ以外の問題行動は⑯その他に記入してください．
　この調査は，今後の特別支援学校の生徒指導のあり方について
検討するための基礎的な資料にしたいと考えています．なお，こ
の調査は統計的に処理され，学校や個人が特定されるようなこと
は一切ありません．よって，先生方が日頃から生徒指導に関する
ことで感じたままをお答えください．
　
Q1．あなた自身のことについてお書きください．

役職：　正担任　　　副担任　　　その他（　　　　　　）
性別：　男　　　　　女
所属学年：1 年部　　　2 年部　　　3 年部
担任する学級の障害種：（　　　　　　　　　　　　　　）
教職年数（講師経験含む）：（　　　　　）年目
クラス在籍生徒数：（　　　　　　　　）人

Q2．現在，あなたが担任するクラスに生徒指導上の諸問題をかか
えている生徒がいる場合，その生徒への対応に関してどなた
か相談できる人はいますか．

（「いる」と答えた場合の例：学部主事，生徒指導主事，同僚など）
・ いる　（誰に：　　　　　　　　　　　　　　　）
・ いない

Q3．現在，あなたが勤務する特別支援学校の高等部に在籍する全
生徒に対して，生徒指導上の諸問題として捉えられている項
目を下記の①～⑯より上位 3 つを選び，（　　）内に番号を記
入してください．「⑯その他」を選ばれた場合は，内容をお書
きください．

　　（記入例：　第 1 位　⑨　,　第 2 位　⑮　,　第 3 位　⑥　など）
①生徒間暴力 ②対教師暴力 ③対人暴力 ④器物破損

⑤家出・無断外泊 ⑥深夜徘徊 ⑦性に関する問題 ⑧不登校（怠学）
⑨初期型非行
　（万引き） ⑩授業妨害 ⑪恐喝・脅迫 ⑫飲酒

⑬喫煙 ⑭薬物乱用 ⑮携帯電話 ⑯その他

第 1 位（　　　　）　第 2 位（　　　　）　第 3 位（　　　　）

Q4．現在の特別支援学校における生徒指導のあり方や課題点など
について，ご意見がありましたらご記入ください．

Q5．次の質問を読み，当てはまる数字に○をつけてください．

質　　問

強
く
そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

1
現在，あなたの学校は，全教職員が生徒
指導についての情報と指導方針を共有し
ていると思いますか．

5 4 3 2 1

2
現在，あなたの学校は，生徒指導上の緊
急事態に即応する教職員の役割分担等の
校内体制は整備されていると思います
か．

5 4 3 2 1

3
現在，あなたの学校は，学校内に生徒が
相談しやすい環境づくりができていると
思いますか．

5 4 3 2 1

4
現在，あなたの学校は，生徒の悩みや相
談に対応する技能を高める研修ができて
いると思いますか．

5 4 3 2 1

5
現在，あなたの学校は，規範意識や倫理
観を育てる教育活動を行っていると思い
ますか．

5 4 3 2 1

6
現在，あなたの学校は，生徒指導上の問
題行動を起こした生徒へ対して適切な指
導を行っていると思いますか．

5 4 3 2 1

7
現在，あなたは担任として，貴校の生徒
指導上の問題行動に関する基準を明確に
説明できると思いますか．

5 4 3 2 1

8
現在，あなたは担任として，クラスの生
徒へアンケート調査などを行い，生徒指
導上の問題行動等を把握する工夫をして
いると思いますか．

5 4 3 2 1

9
現在，あなたは担任として，クラスの気
になる生徒の相談にのっていると思いま
すか．

5 4 3 2 1

10
現在，あなたは担任として，クラスの生
徒への生徒指導に関する対応に ｢負担が
ある｣ と思いますか．

5 4 3 2 1

11
現在，あなたは担任として，問題行動等
の大小にかかわらず，関係職員には必ず
連絡や相談をしていると思いますか．

5 4 3 2 1

12
現在，あなたは担任として，問題行動等
の状況について関係職員へ情報提供がで
きていると思いますか．

5 4 3 2 1

13
現在，あなたは担任として，生徒指導上
の問題行動をひとりで抱え込まず，職員
間で連携を図っていると思いますか．

5 4 3 2 1

14
現在，あなたは担任として，生徒指導に
関する研修会や情報交換会は必要だと思
いますか．

5 4 3 2 1

　アンケート記入のご協力，ありがとうございました．
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